
益田圏域
県管理河川に関する減災対策協議会

（フォローアップ）

【資料２】

・平成29年度の実施状況
・平成30年度の実施予定
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項 目 １．想定最大規模降雨に係る洪水浸水想定区域図の作成

内 容
H29年度取組 益田川・津和野川・高津川の洪水浸水想定区域図の作成

H30年度予定 益田川・津和野川・高津川を公表し、益田市、津和野町、吉賀町へ提供

取組機関 島根県

益田川 洪水浸水想定区域図【想定最大規模】（H30.5.25公表）
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項 目 １．想定最大規模降雨に係る洪水浸水想定区域図の作成

内 容
H29年度取組 益田川・津和野川・高津川の洪水浸水想定区域図の作成

H30年度予定 益田川・津和野川・高津川を公表し、益田市、津和野町、吉賀町へ提供

取組機関 島根県

益田川 洪水浸水想定区域図の公表等（H30.6月頃公表予定）益田川 洪水浸水想定区域図【計画規模】（H19.3.30公表済）

3



項 目 １．想定最大規模降雨に係る洪水浸水想定区域図の作成

内 容
H29年度取組 益田川・津和野川・高津川の洪水浸水想定区域図の作成

H30年度予定 益田川・津和野川・高津川を公表し、益田市、津和野町、吉賀町へ提供

取組機関 島根県

益田川 洪水浸水想定区域図【浸水継続時間】（H30.5.25公表）
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項 目 １．想定最大規模降雨に係る洪水浸水想定区域図の作成

内 容
H29年度取組 益田川・津和野川・高津川の洪水浸水想定区域図の作成

H30年度予定 益田川・津和野川・高津川を公表し、益田市、津和野町、吉賀町へ提供

取組機関 島根県

益田川 洪水浸水想定区域図【家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食）】
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項 目 １．想定最大規模降雨に係る洪水浸水想定区域図の作成

内 容
H29年度取組 益田川・津和野川・高津川の洪水浸水想定区域図の作成

H30年度予定 益田川・津和野川・高津川を公表し、益田市、津和野町、吉賀町へ提供

取組機関 島根県

津和野川 洪水浸水想定区域図【想定最大規模】（H30.5.25公表）
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項 目 １．想定最大規模降雨に係る洪水浸水想定区域図の作成

内 容
H29年度取組 益田川・津和野川・高津川の洪水浸水想定区域図の作成

H30年度予定 益田川・津和野川・高津川を公表し、益田市、津和野町、吉賀町へ提供

取組機関 島根県

益田川 洪水浸水想定区域図の公表等（H30.6月頃公表予定）津和野川 洪水浸水想定区域図【計画規模】（H20.8.8公表済）
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項 目 １．想定最大規模降雨に係る洪水浸水想定区域図の作成

内 容
H29年度取組 益田川・津和野川・高津川の洪水浸水想定区域図の作成

H30年度予定 益田川・津和野川・高津川を公表し、益田市、津和野町、吉賀町へ提供

取組機関 島根県

津和野川 洪水浸水想定区域図【浸水継続時間】（H30.5.25公表）
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項 目 １．想定最大規模降雨に係る洪水浸水想定区域図の作成

内 容
H29年度取組 益田川・津和野川・高津川の洪水浸水想定区域図の作成

H30年度予定 益田川・津和野川・高津川を公表し、益田市、津和野町、吉賀町へ提供

取組機関 島根県

津和野川 洪水浸水想定区域図【家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食）】
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項 目 １．想定最大規模降雨に係る洪水浸水想定区域図の作成

内 容
H29年度取組 益田川・津和野川・高津川の洪水浸水想定区域図の作成

H30年度予定 益田川・津和野川・高津川を公表し、益田市、津和野町、吉賀町へ提供

取組機関 島根県

高津川 洪水浸水想定区域図【想定最大規模】（H30.5.25公表）
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項 目 １．想定最大規模降雨に係る洪水浸水想定区域図の作成

内 容
H29年度取組 益田川・津和野川・高津川の洪水浸水想定区域図の作成

H30年度予定 益田川・津和野川・高津川を公表し、益田市、津和野町、吉賀町へ提供

取組機関 島根県
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高津川 洪水浸水想定区域図【計画規模】（H21.3.24公表済）



項 目 １．想定最大規模降雨に係る洪水浸水想定区域図の作成

内 容
H29年度取組 益田川・津和野川・高津川の洪水浸水想定区域図の作成

H30年度予定 益田川・津和野川・高津川を公表し、益田市、津和野町、吉賀町へ提供

取組機関 島根県

高津川 洪水浸水想定区域図【浸水継続時間】（H30.5.25公表）
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高津川 洪水浸水想定区域図【家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食）】

項 目 １．想定最大規模降雨に係る洪水浸水想定区域図の作成

内 容
H29年度取組 益田川・津和野川・高津川の洪水浸水想定区域図の作成

H30年度予定 益田川・津和野川・高津川を公表し、益田市、津和野町、吉賀町へ提供

取組機関 島根県
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項 目 ２．水害ハザードマップの改良・周知

内 容

H29年度取組 ―

H30年度予定 周知予定（益田市、津和野町、吉賀町）

取組機関 益田市、津和野町、吉賀町
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項 目 ３．避難勧告等の発令に着目した水害対応タイムラインの策定

内 容
H29年度取組 洪水予報河川・水位周知河川で水害対応タイムラインを作成

H30年度予定 出水期前に連絡調整会議を開催し、関係機関で水害対応ﾀｲﾑﾗｲﾝ、ﾁｪｲｯｸﾘｽﾄ等の情報を
共有。 実洪水・情報伝達訓練を通じ必要に応じて見直し。

取組機関 協議会全体

益田川 染羽観測所
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項 目 ３．避難勧告等の発令に着目した水害対応タイムラインの策定

内 容
H29年度取組 洪水予報河川・水位周知河川で水害対応タイムラインを作成

H30年度予定 出水期前に連絡調整会議を開催し、関係機関で水害対応ﾀｲﾑﾗｲﾝ、ﾁｪｲｯｸﾘｽﾄ等の情報を
共有。 実洪水・情報伝達訓練を通じ必要に応じて見直し。

取組機関 協議会全体

津和野川 町田観測所
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項 目 ３．避難勧告等の発令に着目した水害対応タイムラインの策定

内 容
H29年度取組 洪水予報河川・水位周知河川で水害対応タイムラインを作成

H30年度予定 出水期前に連絡調整会議を開催し、関係機関で水害対応ﾀｲﾑﾗｲﾝ、ﾁｪｲｯｸﾘｽﾄ等の情報を
共有。 実洪水・情報伝達訓練を通じ必要に応じて見直し。

取組機関 協議会全体

高津川 塔尾橋観測所
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参考資料
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項 目 ４．洪水時における河川管理者からの情報提供（ホットラインの定着）

内 容
H29年度取組 情報伝達演習の実施【H29.4.28】

H30年度予定 情報伝達演習においてホットラインを実施【H30.4.25】

取組機関 益田市、津和野町、吉賀町、島根県

周布川における水位とホットライン（情報伝達）・避難勧告等
（H29.7.4 5）

＜避難状況＞
避難勧告 ５日５：４８ 周布町を含む８町（２８１６世帯、６２８３人）に発令
避難指示 ５日８：１０ 周布町を含む８町（２８１６世帯、６２８３人）に発令
避難状況 避難所へは最大４５６人が避難

水防本部（河川課水防室）の状況

河川に関する情報伝達演習
（H29.4.28）

ホットラインを含めた情報伝達演習を実施
（H30.4.25）

【他事務所での事例】
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項 目 ５．避難勧告等の発令判断を的確に行うための水防情報提供の充実

内 容
H29年度取組 次期水防情報システム開発に着手（島根県）

H30年度予定 次期水防情報システム開発実施（島根県）

取組機関 松江地方気象台、島根県

◆次期水防情報システムの開発

現水防システムの課題

①迅速かつ確実な情報伝達に懸念
（操作方法が複雑）

②水害リスクの速やかな予測が困難
③訓練設定機能が複雑、内容が一様
④

改善
①迅速かつ確実な情報伝達の確保

（ⅰ）水防情報の機能一元化
（ⅱ）操作方法が容易で誤配信を防ぐシステム

②水害リスクの予測支援
③実態に近い訓練の支援
④
⑤観測通信設備更新への円滑な対応

◆トップ画面イメージ
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項 目 ５．避難勧告等の発令判断を的確に行うための水防情報提供の充実

内 容
H29年度取組 出水期より、改善された防災気象情報を提供開始（松江地方気象台）

H30年度予定 大雨警報・注意報（浸水害）基準及び洪水警報・注意報基準を改善するための調査を
実施中（松江地方気象台）

取組機関 松江地方気象台、島根県
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項 目 ６．水害リスクの高い箇所を監視する簡易水位計等の整備

内 容
H29年度取組 ー

H30年度予定 島根県/危機管理型水位計の整備〔益田市：沖田川、津和野町：津和野川、吉賀町：
鹿足河内川〕

取組機関 益田市、津和野町、吉賀町、島根県

危機管理型水位計の整備（H30.12月頃予定）

凡 例

（既設：黒） （新設：赤）

（雨量計） ：県（河川、ダム）

：県（砂防）

：国交省

（水位計） ：県

：国交省

新設予定；危機管理型水位計
沖田川、津和野川、鹿足河内川
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項 目 ７．出前講座や広報紙を活用した防災知識の普及

内 容
H29年度取組 各市広報誌、新聞広報（考える県政）、防災出前講座、水防技術講習会

H30年度予定 新聞広報、出前講座等を継続実施

取組機関 益田市、津和野町、吉賀町、島根県

防災訓練、防災教室等の実施広報誌を活用した防災知識の普及

◇広報誌に防災コラムを掲載

養護学校防災訓練

防災訓練の実施状況

益田高校防災訓練

防災教室等の実施状況

浜寄しあわせサロン
防災教室

益田あけぼのライオ
ンズクラブ防災講演

平成 29 年 5 月号 

ワンポイント防災知識 そのときどうする風水害編  

○ 気象情報の「注意報」と「警報」、「特別警報」の違い 

  気象庁から、大雨や強風などの気象現象によって災害がおこるおそれがある時には「注意報」

が、重大な災害が起こるおそれがある時には「警報」が発表されます。 

また、警報の発表基準をはるかに超える大雨や大津波等が予想され、重大な災害の起こるおそ

れが著しく高まっている時には「特別警報」が発表されます。 

万一の時に備え、自分の地域の避難場所等を確認しておきましょう。 

また、テレビやラジオ、インターネットなどで常に新しい気象情報を確認しましょう。 

平成 29 年 7 月号 

ワンポイント防災知識 そのときどうする風水害編  

○ 「避難情報」の違いをご存じですか 

避難が必要な場合、益田市長が発令する名称は３つあります。 

種 類 内 容 

 

避難準備・高齢者避難開始 

避難の準備を呼びかけるものです。 

避難に時間がかかる要配慮者とその支援者は避

難を開始する必要があります。 

 

避難勧告 

 災害による被害が予想され、人的被害が発生す

る可能性が高まっています。 

 速やかに避難を開始してください。 

 

避難指示（緊急） 

大至急、近くの安全な場所に避難するか、屋内

の安全な場所に避難してください。 

 必ずしも段階的に発令されるとは限りません。これらの情報が発令されていなくても、身の危

険を感じる場合は避難を開始してください。 

〇益田市の取組状況
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項 目 ７．出前講座や広報紙を活用した防災知識の普及

内 容
H29年度取組 各市広報誌、新聞広報（考える県政）、防災出前講座、水防技術講習会

H30年度予定 新聞広報、出前講座等を継続実施

取組機関 益田市、津和野町、吉賀町、島根県

防災訓練・出前講座の実施広報誌を活用した防災知識の普及

◇広報誌に防災コラムを掲載

避難訓練出前講座（防災行政無線）

無線電話通信訓練

〇津和野町の取組状況
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項 目 ７．出前講座や広報紙を活用した防災知識の普及

内 容
H29年度取組 各市広報誌、新聞広報（考える県政）、防災出前講座、水防技術講習会

H30年度予定 新聞広報、出前講座等を継続実施

取組機関 益田市、津和野町、吉賀町、島根県

イベントの開催状況防災・減災体験イベントの開催による防災知識の普及

◇小中学校の夏休み期間に防災・減災体験イベン
トを開催し、災害の疑似体験・メカニズムを知っ
てもらうことにより、防災・減災対策についての
意識を高めてもらう取り組みを実施

降雨体験降雨体験

防災避難用品の展示

〇吉賀町の取組状況

災害発生メカニズム
模型学習
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項 目 ８．水害リスクの高い重要水防区域、危険な箇所の共同点検

内 容
H29年度取組 ―

H30年度予定 出水期前に水防関係団体による連絡調整会議を開催。
「洪水予報河川」及び「重要水防区域」に指定されている益田川の共同点検を実施。

取組機関 益田市、消防本部、消防団、島根県

H30 連絡調整会議（H30.6.6）、共同点検（H30.7月中旬）

重要水防区域の点検状況 共同点検実施打合せ

◆連絡調整会議
〇日時：平成30年6月6日（水）14:00
〇参加機関

益田市
消防本部
警察
島根県

〇内容 水防計画について
危険箇所の現地確認

◆共同点検
○日時：平成30年7月中旬
○参加機関

益田市
消防本部
消防団
島根県

〇内容 河川巡視、施設点検（半日）
〇範囲 益田川 益田市大谷町（八坂橋）

※重要水防区域

イメージ イメージ
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項 目 ８．水害リスクの高い重要水防区域、危険な箇所の共同点検等

内 容

H29年度取組
出水期前に水防関係団体による連絡協議会を開催。
津和野町、吉賀町の主催により、出水期前に重要水防区域、危険な箇所について確認。
（津和野町、吉賀町、島根県、津和野警察、消防署）

H30年度予定
H29年度と同様の取組みに加えて、「水防資機材」の共同点検を実施。
「水防資機材」の提供方法についても確認。
参加団体に地元（消防団又は自治会）を含める。

取組機関 津和野町、吉賀町、消防署、警察、島根県

H30  共同点検（H30.6月実施予定）

イメージ【津和野町】
日時
H29.6.28（水）13：30
点検箇所
①高津川（左鐙）
②津和野川（枕瀬）
③津和野川（瀧本小直）
④津和野川（下横瀬）
⑤津和野川（山入）
⑥津和野川（鷲原）
⑦津和野川（後田）
参加者
津和野町・津和野土木・警察・消防

【吉賀町】
日時
H29.6.23（金）9：00
点検箇所
①栗木川（栗木）
②高津川（柿木）
③立河内川（立河内）
参加者
吉賀町・津和野土木・警察・消防

共同点検の様子（津和野川） 27



項 目 １０．要配慮者利用施設の管理者が策定する避難確保計画作成及び訓練実施の支援

内 容
H29年度取組 要配慮者利用施設の管理者向け説明会の開催【H30.1.23】

H30年度予定 継続実施

取組機関 協議会全体

河川災害・土砂災害への備えに関する要配慮者利用施設の管理者向け説明会の開催【H30.1.23】

28

○日時：平成30年1月23日(火)14：00

多目的ホール

○主催：益田市

○内容
(１) 河川災害に備えて

国土交通省浜田河川国道事務所

(２) 避難確保計画(洪水)作成の留意点
島根県土木部河川課

(３) 土砂災害に備えて
島根県土木部砂防課

○参加
対象 １０３施設
参加 ５３施設６８人

■説明会の実施状況■説明会の内容



項 目 １０．要配慮者利用施設の管理者が策定する避難確保計画作成及び訓練実施の支援

内 容
H29年度取組 要配慮者利用施設の管理者向け説明会の開催【H30.1.23】

H30年度予定 継続実施

取組機関 協議会全体

要配慮者利用施設の避難確保計画作成・点検の流れ避難計画作成状況

29

◆益田市
<H29.12現在> <H30.3現在>

作成済み 6 施設 13 施設
未作成 97 施設 90 施設
作成率 5.8 ％ 12.6 ％

◆津和野町
<H29.12現在> <H30.3現在>

作成済み 0 施設 0 施設
未作成 2 施設 2 施設
作成率 0 ％ 0 ％

◆吉賀町
対象施設無し
（自主的に１施設作成済）

※新たな洪水浸水想定を踏まえ、
再度、対象となる施設数の見直しを行う。 国土交通省HP「◇法改正についての各地方ブロック説明会資料

（平成29年6月作成）」より抜粋



項 目 １１．河川改修、堆積土砂の撤去等による洪水氾濫を未然に防ぐ対策

内 容
H29年度取組 益田川 【河川に堆積した土砂の取り除き】

H30年度予定

取組機関 島根県

H29 堆積土砂撤去

浚渫後の玉川

30

河川内に堆積した土砂の掘
削を行い、流下能力の向上
を図る。



項 目 １１．河川改修、堆積土砂の撤去等による洪水氾濫を未然に防ぐ対策

内 容
H29年度取組 高津川 河村【河川に堆積した土砂の取り除き】

H30年度予定 ー

取組機関 島根県

H29 堆積土撤去

河川内に堆積した土砂の掘
削を行い、流下能力の向上
を図る。

益田川 益田川高津川

高津川

31



項 目 １１．河川改修、堆積土砂の撤去等による洪水氾濫を未然に防ぐ対策

内 容
H29年度取組 津和野川 小直【河川に堆積した土砂の取り除き】

H30年度予定 ―

取組機関 島根県

H29 堆積土撤去

益田川

河川内に堆積した土砂の掘
削を行い、流下能力の向上
を図る。

津和野川

津和野川

32



項 目 １１．河川改修、堆積土砂の撤去等による洪水氾濫を未然に防ぐ対策

内 容
H29年度取組 白上川 【河川内に繁茂する立木等の伐採】

H30年度予定 白上川、益田川 【河川内に繁茂する立木等の伐採】
高津川 柿木 【河川に堆積した土砂の取り除き】

取組機関 島根県

H29 河川内に繁茂する立木（支障木）等の伐採
H30 河川内に繁茂する立木（支障木）等の伐採、堆積土砂撤去予定

河川内に立木が繁茂し河道
の流下能力が低下している
ことから伐採を行う。

益田川

益田川

益田川

33



項 目 １２．排水施設、排水資機材等の情報を共有

内 容
H29年度取組 島根県水防計画により排水施設、排水機材の情報共有

H30年度予定 島根県水防計画により排水施設、排水機材の情報共有

取組機関 益田市、津和野町、吉賀町、浜田河川国道事務所、島根県

平成３０年度 島根県水防計画抜粋

34



項 目 １３．市町村庁舎等の災害拠点施設の自衛水防の推進

内 容
H29年度取組

H30年度予定

取組機関 益田市、津和野町、吉賀町、島根県

津和野町

益田市

【現状】
＜益田赤十字病院（災害拠点病院）＞

・浸水想定区域外
・非常用発電機は屋上に設置

（重油タンクは１階に設置）

＜益田市役所＞
・浸水想定区域内
・非常用発電機は地上4.5ｍに設置

【現状】
＜津和野共存病院＞

・浸水想定区域外
・非常用発電機は１階に設置

＜津和野町役場（津和野庁舎）＞
・浸水想定区域外
・非常用発電機はなし

吉賀町

【現状】
＜六日市病院＞

・浸水想定区域外
・非常用発電機は１階に設置

＜吉賀町役場（本庁舎）＞
・浸水想定区域外
・非常用発電機は１階に設置

島根県

【現状】
＜益田合庁＞

・浸水想定区域内
・非常用発電機は１階に設置

＜津和野土木事業所＞
・浸水想定区域外
・非常用発電機は１階に設置

35



益田圏域県管理河川における減災対策協議会 （各機関における取組内容の詳細 及び 取組状況）
赤字；Ｈ29取組内容

益田市 津和野町 吉賀町 浜田河川国道事務所 松江地方気象台 島根県（益田県土・津和野土木）

■水害リスク情報等を地域と共有し、命を守るための確実な避難の実現

平成30年度末まで

◆想定最大規模降雨による洪水浸水想

定区域図作成・公表し、関係市町へ提

供する。

H29取組状況
・津和野川、高津川、益田川の洪水浸

水想定区域図作成

H30取組予定

・津和野川、高津川、益田川の洪水浸

水想定区域図を公表【H30.5.25】し、

津和野町、吉賀町、益田市に提供

平成32年度末まで

◆県の洪水浸水想定区域図公表の後

に、水害ハザードマップを見直す。

（平成30年度作成予定）

◆ハザードマップポータルサイトへ登録

（ハザードマップ完成後すぐに登録）

（平成30年度配布予定）

◆県の洪水浸水想定区域図公表の後

に、水害ハザードマップを見直す。

（平成30年度作成予定）

◆ハザードマップポータルサイトへ登録

（ハザードマップ完成後すぐに登録）

（平成31年度配布予定）

◆県の洪水浸水想定区域図公表の後

に、水害ハザードマップを見直す。

（平成30年度作成予定）

◆ハザードマップポータルサイトへ登録

（ハザードマップ完成後すぐに登録

（平成32年度配布予定）

（印刷物は土砂災害と一緒に作成）

H29取組状況

H30取組予定
・ハザードマップの作成、登録

・ハザードマップの周知、配布

・ハザードマップの作成、登録

・ハザードマップの周知

・ハザードマップの作成、登録

・ハザードマップの周知

平成30年度の出水期までに

水害対応タイムラインの作

成

洪水浸水想定区域図後に順

次見直すとともに、実際の

洪水や情報伝達訓練を踏ま

えて、適宜、見直しを行う

◆既存の水害対応チェックリストを基

に水害対応タイムラインを作成し、災害

時に各機関が取るべき行動を再確認す

るとともに、確実な遂行を実現する。

◆洪水浸水想定区域図作成後にタイムラ

インの見直しを行うとともに、実際の

洪水や情報伝達訓練を踏まえて、適宜、

チェックリストやタイムラインの改善を

行う。

◆既存の水害対応チェックリストを基

に水害対応タイムラインを作成し、災害

時に各機関が取るべき行動を再確認す

るとともに、確実な遂行を実現する。

◆洪水浸水想定区域図作成後にタイムラ

インの見直しを行うとともに、実際の

洪水や情報伝達訓練を踏まえて、適宜、

チェックリストやタイムラインの改善を

行う。

◆既存の水害対応チェックリストを基

に水害対応タイムラインを作成し、災害

時に各機関が取るべき行動を再確認す

るとともに、確実な遂行を実現する。

◆洪水浸水想定区域図作成後にタイムラ

インの見直しを行うとともに、実際の

洪水や情報伝達訓練を踏まえて、適宜、

チェックリストやタイムラインの改善を

行う。

◆タイムラインの策定に関する支援

◆水害対応タイムラインの確認・調整。

（水害対応タイムラインにおいて防災気

象情報を有効に活用する観点から助言

を行う）

◆既存の水害対応チェックリストを基

に水害対応タイムラインを作成し、災害

時に各機関が取るべき行動を再確認す

るとともに、確実な遂行を実現する。

◆洪水浸水想定区域図作成後にタイムラ

インの見直しを行うとともに、実際の

洪水や情報伝達訓練を踏まえて、適宜、

チェックリストやタイムラインの改善を

行う。

H29取組状況

H30取組予定

平成28年度から継続実施
◆出水期前の情報伝達演習等を通じ

て、連絡体制の定着を図る。

◆出水期前の情報伝達演習等を通じ

て、連絡体制の定着を図る。

◆出水期前の情報伝達演習等を通じ

て、連絡体制の定着を図る。

◆出水期前の情報伝達演習等を通じ

て、連絡体制の定着を図る。

H29取組状況 ・情報伝達演習の実施【H29.4.28】 ・情報伝達演習の実施【H29.4.28】 ・情報伝達演習の実施【H29.4.28】 ・情報伝達演習の実施【H29.4.28】

H30取組予定
・情報伝達演習でホットラインを実施

【H30.4.25】

・情報伝達演習でホットラインを実施

【H30.4.25】

・情報伝達演習でホットラインを実施

【H30.4.25】

・情報伝達演習でホットラインを実施

【H30.4.25】

平成32年度末まで

◆防災気象情報の改善

 〇危険度を色分けした時系列

 〇警報級の可能性の提供

 〇危険度分布(メッシュ情報)の充実

◆次期水防情報システムの開発

（平成31年度から運用開始予定）

 〇操作法を改善し迅速な情報提供

 〇観測データの異常値チェック機能

 〇ｽﾏｰﾄﾌｫﾝに対応した情報提供

◆雨量計、水位計等の更新を行う。

（平成32年度末更新完了予定）

H29取組状況
・平成29年度出水期より改善された防

災気象情報を提供開始（完）
・次期水防情報システム開発に着手

H30取組予定

・大雨警報・注意報（浸水害）基準及

び洪水警報・注意報基準を改善するた

めの調査を実施中

・次期水防情報システム開発

・対象河川の水害対応タイムラインの作成【Ｈ３０．６．１】

・実洪水・情報伝達訓練を通じ必要に応じて見直し

4
洪水時における河川管理者からの情報提

供（ホットラインの定着）

益田川

高津川（県管理）

津和野川

5

3

1

2 水害ハザードマップの改良・周知 対象流域

避難勧告等の発令に着目した水害対応タ

イムラインの策定

益田川

高津川（県管理）

津和野川

避難勧告等の発令判断を的確に行うため

の水防情報提供の充実
圏域

主な取組項目 対象 目標時期
取組機関

備考

想定最大規模降雨に係る洪水浸水想定区

域図の作成・周知

益田川

高津川（県管理）

津和野川

平成28年度公表済

【資料３】



益田圏域県管理河川における減災対策協議会 （各機関における取組内容の詳細 及び 取組状況）
赤字；Ｈ29取組内容

益田市 津和野町 吉賀町 浜田河川国道事務所 松江地方気象台 島根県（益田県土・津和野土木）
主な取組項目 対象 目標時期

取組機関
備考

【資料３】

平成30年度から順次実施

◆モデル河川に簡易水位計を整備し、

効果を検証した上で順次拡大を図る。

 〇モデル河川・・・今後調整

H29取組状況 ―

H30取組予定

・簡易水位計の整備

 益田市 ：沖田川

 津和野町：津和野川

 吉賀町 ：鹿足河内川

毎年継続実施

意味"や"入手方法"などを周知する】

◆小学校、養護学校等で防災教室を開

催（９月末現在３校）

◆障がい者団体、自治会等で防災講

演、訓練支援（９月末現在１４か所）

◆毎月、広報誌で防災コラムを掲載

 (高齢者にもわかりやすい情報提供）

◆防災メール登録の推進

意味"や"入手方法"などを周知する】

らの要請による防災に関する出前講座

の開催や地区防災訓練の支援。

◆広報紙やＣＡＴＶを活用した定期的

に防災知識の普及・啓発。

 (高齢者にもわかりやすい情報提供）

◆防災メール登録の推進

意味"や"入手方法"などを周知する】

◆出前講座により水防情報の入手、活

用方法等について周知

◆防災イベントの開催

◆広報紙を活用した防災情報発信

 (高齢者にもわかりやすい情報提供）

◆防災メール登録の推進

◆防災知識の普及に協力。

◆出前講座等により防災気象情報の入

手、活用方法等について周知。また、

協議会として防災教育を実施する際には

講師派遣、資料提供に対応。

◆市町の出前講座等を支援する。

◆ホームページを活用して防災情報を発

信する。

H29取組状況

＜H30年3月末時点＞

・吉田小、益田養護学校で防災教室開

催

・益田、翔陽各高校で防災避難訓練支

援

・障がい者団体、自治会等で防災講

演、訓練支援（14か所）

・益田あけぼのライオンズクラブ防災講演

・毎月、広報誌で防災コラムを掲載

・出前講座の実施

・広報紙掲載

・出前講座の実施

・広報紙掲載

(参考：国管理区間)

H29.6.11益田市明見団地にて避難訓練

及び出前講座実施

・未実施（出前講座等の要請無し）

・新聞広報（考える県政）

【H29.6.18】

・水防技術講習会【H30.3.18】

H30取組予定

・小学校、養護学校等で防災教室を開

催

・障がい者団体、自治会等で防災講

演、訓練支援

・毎月、広報誌で防災コラムを掲載

・出前講座の実施

・広報紙掲載

・出前講座の実施

・広報紙掲載

・小学校で防災研修を開催

・防災知識の普及に協力 ・出前講座等 ・新聞広報、出前講座等

平成30年度から

◆出水期前に重要水防区域、危険な箇

所、水防資機材等について、河川管理

者・市・消防署・警察等と共同点検す

る。

◆出水期前に重要水防区域、危険な箇

所、水防資機材等について、河川管理

者・町（防災・建設部局）・消防署・

警察等と共同点検する。

◆出水期前に重要水防区域、危険な箇

所、水防資機材等について、河川管理

者・町（防災・建設部局）・消防署・

警察等と共同点検する。

◆出水期前に重要水防区域、危険な箇

所、水防資機材等について、河川管理

者・市町・消防団等と共同で点検す

る。

H29取組状況 ―
出水期前に重要水防区域、危険な箇所

について確認【H29.6.28】

出水期前に重要水防区域、危険な箇所

について確認【H29.6.23】
―

H30取組予定

・「洪水予報河川」及び「重要水防区

域」に指定されている益田川の共同点検

を実施。

・参加団体に地元（消防団又は自治

会）を含めて共同点検を実施。

「水防資機材」の提供方法についても

確認。

・参加団体に地元（消防団又は自治

会）を含めて共同点検を実施。

「水防資機材」の提供方法についても

確認。

・出水期前に連絡調整会議を開催し、

「危険な箇所」「重要水防区域」「水

防資機材」の共同点検を実施。「水防

資機材」の提供方法についても確認

平成31年度から

◆県や市が保有する過去の浸水実績な

険性を周知する。

◆県や町が保有する過去の浸水実績な

険性を周知する。

◆県や町が保有する過去の浸水実績な

険性を周知する。

◆県が保有する過去の浸水実績等を関

係市町へ提供する。

H29取組状況 ― ― ― ―

H30取組予定 ― ― ― ―

6
水害リスクの高い箇所を監視する簡易水

位計等の整備

◆簡易水位計設置箇所の周知および水位情報の把握や活用の検討

8
水害リスクの高い重要水防区域、危険な

箇所の共同点検

益田川

高津川（県管理）

津和野川

     他

ー

―

7
出前講座や広報紙を活用した防災知識の

普及
圏域

―

9 水害危険性の周知促進 ―



益田圏域県管理河川における減災対策協議会 （各機関における取組内容の詳細 及び 取組状況）
赤字；Ｈ29取組内容

益田市 津和野町 吉賀町 浜田河川国道事務所 松江地方気象台 島根県（益田県土・津和野土木）
主な取組項目 対象 目標時期

取組機関
備考

【資料３】

■要配慮者利用施設における確実な避難

平成28年度から継続実施

◆施設管理者向け説明会の開催（平成

成の支援

 ＜H29年12月時点＞

 【対象施設 １０３施設】

     （内訳）

   避難計画策定済み  ６施設

   避難計画 未策定    ９７施設

 

※ 新たな洪水浸水想定の結果が出た

ら、再度、対象となる施設数の見直し

を行う。

◆施設管理者や職員に対して、防災メー

ル登録の推進

◆洪水浸水想定区域内の要配慮者地要

施設の管理者が策定する避難確保計画

等の作成支援

 ＜H29年12月時点＞

 【対象施設 ２施設】

     （内訳）

   避難計画策定済み  ―――

   避難計画 未策定    ２施設

※ 新たな洪水浸水想定の結果が出た

ら、再度、対象となる施設数の見直し

を行う。

◆施設管理者や職員に対して、防災メー

ル登録の推進

◆避難確保計画作成の支援

＜H29年12月時点＞

 【対象施設 なし】
          （自主的に１施設策定済）

           ・養護老人ホーム

           ・風水害/土砂災の避難計画策定

※ 新たな洪水浸水想定の結果が出た

ら、再度、対象となる施設数の見直し

を行う。

◆施設管理者や職員に対して、防災メー

ル登録の推進

◆平成28年度施設管理者向け説明会の

開催

◆避難確保計画作成に関する支援

◆平成28年度施設管理者向け説明会の

開催

◆避難確保計画において防災気象情報

を有効に活用する観点から助言

◆平成28年度に施設管理者向け説明会

を開催した。

◆モデル施設で作成する避難確保計画を

協議会の場で共有する。

◆市町の支援

H29取組状況

＜H30年3月末時点＞

 【対象施設 １０３施設】

     （内訳）

   避難計画策定済み  １３施設

   避難計画 未策定    ９０施設

＜H30年3月末時点＞

 【対象施設 ２施設】

     （内訳）

   避難計画策定済み  ―――

   避難計画 未策定    ２施設

＜H30年3月末時点＞

 【対象施設 なし】

       （自主的に１施設策定済）

    ・養護老人ホーム

    ・風水害/土砂災の避難計画策定

・要配慮者利用施設の管理者向け説明

会の開催【H30.1.23】
・未実施

・要配慮者利用施設の管理者向け説明

会の開催【H30.1.23】

H30取組予定 ・継続 ・継続 ・継続
・避難確保計画作成に関する支援を行

う

・説明会及び避難確保計画作成に協力

する。
・計画作成支援を行う

■被災すると社会経済に大きな影響を与える施設や基盤の保全を図る

平成28年度から継続実施

◆通水を阻害する堆積土砂・立木の撤

去について、県と調整しながら優先箇

所を定めて順次実施していく。

◆通水を阻害する堆積土砂・立木の撤

去について、県と調整しながら優先箇

所を定めて順次実施していく。

◆通水を阻害する堆積土砂・立木の撤

去について、県と調整しながら優先箇

所を定めて順次実施していく。

◆河川整備状況を市町と共有する。

化について計画的に実施する。

◆通水を阻害する堆積土砂・立木の撤

去について、関係市町と調整しながら

優先箇所を定めて順次実施していく。

H29取組状況 ― ― ―

・河道掘削、立木伐採については、地

元、市町村の要望を踏まえて優先箇所に

ついて実施

H30取組予定 ― ― ―

・河道掘削、立木伐採については、地

元、市町村の要望を踏まえて優先箇所に

ついて実施

毎年継続実施

※島根県の「排水計画の検討」

については、新たな洪水浸水想

定結果を受けて排水計画の検討

が必要になった際に、目標時期

を設定する

◆排水施設、排水資機材、備蓄水防資

機材等の情報を共有する。

◆排水施設、排水資機材、備蓄水防資

機材等の情報を共有する。

◆排水施設、排水資機材、備蓄水防資

機材等の情報を共有する。

◆排水施設、排水資機材等の情報提供

◆排水計画策定に関する助言

◆排水施設、排水資機材、備蓄水防資

機材等の情報を共有する。

◆新たに作成する「想定最大規模降雨

による洪水浸水想定」の結果から、災

害拠点施設などの重要施設が立地するエ

であれば、ポンプ車などの配置などを考

慮した効率的な排水計画を検討する。

H29取組状況
・排水施設、排水資機材、備蓄水防資

機材等の情報を共有

・排水施設、排水資機材、備蓄水防資

機材等の情報を共有

・排水施設、排水資機材、備蓄水防資

機材等の情報を共有

・平成29年度島根県水防計画作成時に

排水施設、排水機材の情報提供

(参考)

H29.6.8高津川(国管理区間)水防連絡会

において共有

・平成29年度水防計画により排水施

設、排水機材の情報共有

H30取組予定
・排水施設、排水資機材、備蓄水防資

機材等の情報を共有

・排水施設、排水資機材、備蓄水防資

機材等の情報を共有

・排水施設、排水資機材、備蓄水防資

機材等の情報を共有

・平成30年度水防計画により排水施

設、排水機材の情報共有

・平成30年度水防計画により排水施

設、排水機材の情報共有

圏域

11
河川改修、堆積土砂の撤去等による洪水

氾濫を未然に防ぐ対策
圏域

12 排水施設、排水資機材等の情報を共有 圏域

10
要配慮者利用施設の管理者が策定する避

難確保計画作成支援



益田圏域県管理河川における減災対策協議会 （各機関における取組内容の詳細 及び 取組状況）
赤字；Ｈ29取組内容

益田市 津和野町 吉賀町 浜田河川国道事務所 松江地方気象台 島根県（益田県土・津和野土木）
主な取組項目 対象 目標時期

取組機関
備考

【資料３】

平成29年度から継続実施

◆洪水時の情報伝達の体制や提供方法

について、洪水浸水想定区域内の庁舎

や災害拠点病院等の各施設管理者等に

周知する。

◆洪水浸水想定区域内にある庁舎や災

害拠点病院等の機能を確保するため、

浸水想定の情報を施設管理者に提供

し、耐水化・非常用電源等の必要な対

策を施設管理者に実施してもらう。

【現状】

＜益田赤十字病院（災害拠点病院）＞

  ・浸水想定区域外

  ・非常用発電機は屋上に設置

   （重油タンクは１階に設置）

＜市役所＞

  ・浸水想定区域内

  ・非常用発電機は地上4.5ｍに設置

◆洪水時の情報伝達の体制や提供方法

について、洪水浸水想定区域内の庁舎

や拠点病院等の各施設管理者等に周知

する。

◆洪水浸水想定区域内にある庁舎や拠

点病院等の機能を確保するため、浸水

想定の情報を施設管理者に提供し、耐

水化・非常用電源等の必要な対策を施

設管理者に実施してもらう。

【現状】

＜津和野共存病院＞

  ・浸水想定区域外

  ・非常用発電機は１階に設置

＜役場（津和野庁舎）＞

  ・浸水想定区域外

  ・非常用発電機は無し

◆洪水時の情報伝達の体制や提供方法

について、洪水浸水想定区域内の庁舎

や拠点病院等の各施設管理者等に周知

する。

◆洪水浸水想定区域内にある庁舎や拠

点病院等の機能を確保するため、浸水

想定の情報を施設管理者に提供し、耐

水化・非常用電源等の必要な対策を施

設管理者に実施してもらう。

【現状】

＜六日市病院＞

  ・浸水想定区域外

  ・非常用発電機は１階に設置

＜役場＞

  ・浸水想定区域外

  ・非常用発電機は１階に設置

◆自衛水防の推進に関する支援

◆想定最大規模降雨での想定結果か

ら、洪水浸水想定区域内にある災害拠

点施設における浸水深さなどの情報を

市町に提供する。

◆洪水浸水想定区域内にある県庁舎の

機能を確保するため、浸水想定の情報

を施設管理者に提供し、耐水化・非常

用電源等の必要な対策を施設管理者に

実施してもらう。

【現状】

＜益田合庁＞

  ・浸水想定区域内

  ・非常用発電機は１階に設置

＜津和野土木事業所＞

  ・浸水想定区域外

  ・非常用発電機は１階に設置

H29取組状況 ― ― ― ―

H30取組予定 ― ― ― ―

13
市町庁舎等の災害拠点施設の自衛水防の

推進
圏域


